
１．オリエンテーション 

  ①オリエンテーションキャンプの中止。すでに旅行業者には連絡しキャンセルの旨を

伝えてある。同様に宮城交通にも連絡しバス手配のキャンセルを伝えた。 

②従来の学部・学科ガイダンスのみ行う。プログラムについては各学部・学科にて検

討し作成する。 

  ③従来、学部・学科ガイダンスは入学式後の二日間を当てていたが、学生の通学のた

めの交通手段などを考慮すると今回は二日を確保するのが難しいと思われる。よっ

て、一日だけでプログラムを終了することが出来ないか検討する。 

  ④学部・学科ガイダンスの翌日にグループ集会のため一日を確保する。グループ集会

の内容は下記のとおりとする。 

   ａ：学生証の配布 

ｂ：提出物の配布・回収（学生カード、個人情報登録届、健診セットなど） 

   ｃ：具体的な時間割の作成指導 

   ｄ：グループ主任との顔合わせおよびグループ内の親睦 

  ⑤④を実施するためにはグループリーダーの協力が必要になるが、グループリーダー

を招集することの是非について検討する。 

  ⑥日程としては授業開始前の日曜日、祝日を含めて実施する。（自宅外生の生活面を考

慮し出来れば授業開始直前の５月３日～５日の間で実施することが望ましい。） 

  ⑦学部・学科ガイダンスおよびグループ集会の実施が可能になった場合、新入生への

周知方法について検討する。（ホームページのみで良いかどうか。） 

  ⑧新入生勧誘活動は現時点では未定。新入生歓迎実行委員会からは是非開催したいと

いう要望がある。 

 

２．健康診断 

①従来の健診項目を全て実施することは日程面および体育館・コミュニティセンター

の安全が確認されていない現状では難しい。よって、法律で定められている胸部レ

ントゲンのみ実施することとする。 

②１年生は５月６日（金）にレントゲン車５台をお願いして実施する。受付、着替え

場所については礼拝堂１階の小礼拝堂を候補にしながら今後検討する。 

  ③２～４年生は土樋キャンパスにて実施することを検討している。日程は４月２５日

（木）からの週を候補とする。日数が不足する場合は就職で必要になる４年生と教

職の関係で実習に行く３年生を優先して実施する。その他の学年については長期休

暇を利用して実施する。 

   

３．新入生配布物 

  ①従来どおり配布物を集約してセットする場合、下記の二通りの方法が考えられる。 

   ａ：教職員の協力を得てセットする。 

   ｂ：学生アルバイトを採用しセットする。 

  ②配布物を集約せず各部署が学部・学科ガイダンスの際に配布する。 



   

４．交通手段 

  現在、地下鉄が台原駅から泉中央駅の間で不通になっており、５月末頃の復旧と報道

されている。台原駅からの臨時無料バスはあるものの、授業が開始されると相当の混

雑が予想されるため、学生の通学手段の確保と一般市民への迷惑軽減のため下記の対

応を宮城交通の協力を得て検討したい。 

  ①地下鉄台原駅と泉中央駅間で東北学院大学専用のシャトルバスを運行する。泉キャ

ンパスまでの直行便を運行する方法も考えられるが、運行距離が短ければバスの台

数も少なくすみ運行回数も増やせることから、現状を考慮した場合最も合理的であ

ると思われる。なおこの場合、泉中央駅から泉キャンパスまでの路線バスが、通常

通り運行されるという前提が必要である。 

  ②専用シャトルバスを運行する場合、下記の点について学内および宮城交通との協議

が必要である。 

   ａ：運行に係る費用について 

     学校負担か学生の自己負担か。（学生の自己負担にすると、現在運行されている

無料シャトルバスに学生が流れる可能性があるので、学校負担で運行すること

が望ましい。） 

   ｂ：運行する時間帯について 

  ③シャトルバスの件についてはすでに宮城交通営業課長本間氏に打診し、後日話し合

いを持つ予定になっている。 

  ④授業開始時間を繰り下げて、通学時間帯を遅らせることにより市民への影響を極力

軽減する。なおこの場合、学生の帰宅のための交通手段を確保するために、泉キャ

ンパスからのバス発車時間を授業終了時間に合わせなければならない。この件も宮

城交通と調整し協力を得る必要がある。 

   

５．その他（報告など） 

  ①教養学部卒業祝賀パーティーは中止。（会場の向陽グランドホテルには連絡済） 

②学生会ガイダンスと合同で実施していた仙台市のゴミ分別のガイダンスは中止。（仙

台市廃棄物処理課には連絡済） 

  ③リーダー終了式は中止。（会場の勝山館には連絡済） 

 


